
30河第 476号 

平成31年（2019年）３月 20日 

 

  建設事務所長 様 

 

 

河 川 課 長 

 

 

水害からの高齢者の避難行動の理解促進に向けた取組について（依頼） 

 

このことについて、平成31年３月７日付け老振発0307第１号にて厚生労働省

老健局振興課長並びに同日付け国水環第195号にて国土交通省水管理・国土保全

局河川環境課長から通知がありました。 

本通知によると、住民主体の取組強化による防災意識の高い社会が構築でき

るよう、今後実施すべき対策の一環として、「大規模氾濫減災協議会において、

防災・減災への取組実施機関と地域包括支援センター・ケアマネジャーが連携

し、水害からの高齢者の避難行動の理解促進に向けた取組を実施する」ことと

されています。 

つきましては、今出水期前に開催される大規模氾濫減災協議会において、貴

管内関係課所及び構成市町村と連携して、下記の取組を実施いただきますよう

お願いします。 

 

記 

 

１． 取組内容 

① 市町村の防災部局だけでなく高齢者福祉部局についても、大規模氾濫

減災協議会への参加や防災部局から当該協議会に関する情報提供を受

けるなどによる情報共有について大規模氾濫減災協議会で実施する 

② 大規模氾濫減災協議会を構成している市町村におけるすべての地域包

括支援センター等にハザードマップの掲示や避難訓練のお知らせ等の

防災関連のパンフレット等を設置する 

③ 大規模氾濫減災協議会において、地域包括支援センター・ケアマネジ

ャーと連携した水害からの高齢者の避難行動の理解促進に向けた取組

の実施及びその状況を共有する 

 

２． 取組例 

① 大規模氾濫減災協議会において、地域包括支援センター・ケアマネジ

ャー等の日常業務における防災に関する取組事例を共有する 

② ケアマネジャーの職能団体の災害対応研修の場等を活用し、ケアマネ

ジャーへハザードマップ等を説明する 

③ 大規模氾濫減災協議会の構成員による地域包括支援センターの住民向

け講座等の機会を活用した最新の防災・減災施策の説明や高齢者自身

の災害・避難カードの作成に対する協力を行う 等 
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